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第
一

　
本
書
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
近
世
初
期
の
京
都
鹿

苑
寺
（
金
閣
嵜
）
住
職
鳳
林
承
章
の
日
録
で
あ
る
。

一
昨
年
来
、
赤
松
俊
秀
教
授
の
手
に
よ
り
、
野
芒
光

辰
教
授
及
び
京
大
大
学
院
学
生
有
志
の
協
力
を
得
て

流
行
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
程
第
一

巻
の
上
梓
を
み
た
つ

　
鳳
林
承
章
の
事
蹟
と
本
警
の
史
料
的
価
値
に
つ
い

て
は
、
今
さ
ら
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
か
と
思
う
。

日
録
は
寛
永
十
二
年
承
章
四
十
四
歳
よ
り
、
寛
文
八

年
七
十
六
歳
、
遷
化
の
わ
ず
か
ニ
ケ
月
前
ま
で
、
三

十
余
年
に
わ
た
っ
て
殆
ん
ど
よ
ど
み
な
く
書
記
さ

れ
、
三
十
巻
の
多
き
に
達
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
承

章
が
整
備
に
つ
と
め
た
金
閣
や
庭
園
に
つ
い
て
の
記

録
を
は
じ
め
と
し
て
、
相
国
寺
・
南
禅
寺
な
ど
京
都

禅
院
の
生
活
や
法
会
、
江
戸
幕
府
・
京
都
所
司
代
と

の
政
治
接
衝
、
寺
領
の
経
営
な
ど
、
近
世
禅
宗
の
魯
ハ

重
な
記
録
で
あ
る
。
勲
章
は
禅
僧
で
あ
る
と
と
も
に

当
時
第
一
等
の
文
化
人
で
も
あ
り
、
洛
北
に
咲
い
た

寛
永
町
衆
文
化
の
末
期
に
身
を
短
い
た
入
で
あ
る

が
、
こ
の
記
録
は
後
水
尾
上
皇
を
は
じ
め
と
し
、
近

衛
信
尋
、
一
条
昭
良
そ
の
他
の
公
卿
、
門
跡
法
親
王

華
道
の
池
坊
、
茶
人
金
森
宗
和
・
千
宗
旦
、
ま
た
暴

露
北
野
会
所
に
集
う
人
々
な
ど
と
の
深
い
交
わ
り
を

伝
え
、
更
に
は
、
金
閣
門
前
や
京
都
平
中
、
あ
る
い
は

旅
先
き
で
の
見
聞
に
も
く
わ
し
い
。
か
く
て
太
・
書
は

単
に
金
閣
寺
あ
る
い
は
禅
宗
の
記
録
た
る
に
と
ど
ま

ら
ず
当
時
の
公
家
社
会
の
姿
を
伝
え
、
文
芸
は
じ
め

茶
道
、
華
・
道
な
ど
の
文
化
史
ま
た
風
俗
史
な
ど
の
貴

重
な
史
料
で
も
あ
り
、
鹿
苑
寺
に
原
本
を
、
史
料
編

纂
所
に
写
本
を
存
す
る
も
の
の
、
久
し
く
刊
行
上
梓

を
待
望
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

今
こ
こ
に
赤
松
教
授
は
じ
め
関
係
表
一
同
の
努
力
が

実
を
結
ん
で
調
行
さ
れ
た
意
義
は
ま
こ
と
に
大
き
な

も
の
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
轡
は
鹿
苑
寺
の
自
費
刊

行
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
学
界
に
稗
益
す
る

と
こ
ろ
大
き
い
記
録
を
上
筆
さ
れ
た
英
断
に
敬
意
を

表
し
た
い
。
と
と
も
に
、
こ
れ
を
先
駆
と
し
て
、
な

お
数
多
い
未
公
開
記
録
史
料
刊
行
の
機
運
が
醸
さ
ん

こ
と
を
、
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
刊
本
隔
嚢
記
は
、
自
筆
原
本
を
底
本
と
し
て

校
蕉
最
も
厳
密
で
あ
り
、
詳
細
懇
切
な
頭
註
・
難
癖

お
よ
び
句
読
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
全
六
巻
の
予
定

で
（
第
一
巻
は
寛
永
十
二
年
よ
り
詑
保
二
年
ま
で
）

今
後
逐
次
刊
行
し
て
一
両
年
で
完
結
し
、
最
後
に
は

索
引
年
譜
を
附
す
る
予
定
と
聞
く
。
こ
う
し
た
編
者

の
利
用
に
便
な
ら
し
め
る
為
の
数
々
の
配
慮
に
よ
っ

て
、
本
書
の
史
料
的
価
値
は
一
壷
高
ま
る
と
い
え
よ

・
）
。
全
巻
完
結
の
一
日
も
単
か
ら
ん
こ
と
を
祈
念
す

る
次
第
で
あ
る
。
　
（
A
5
版
　
七
七
〇
頁
　
鹿
苑
寺

発
行
　
非
売
品
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熱
風
　
公
）

　
（
な
お
、
画
学
研
究
会
で
は
、
特
に
会
員
の
重
継
を

　
お
は
か
り
し
て
本
書
希
望
の
方
に
お
取
次
い
た
し

　
ま
す
。
頒
価
実
費
二
、
○
○
○
円
送
料
八
○
円
）

平
岡
定
海
鏡

　
東
大
寺
宗
性
上
入
之
研
究

　
　
並
史
料
　
　
　
　
　
上
巻

　
本
書
は
故
大
屋
亀
城
博
士
の
遺
稿
「
宗
性
上
人
年

譜
」
を
、
　
平
岡
定
訳
氏
が
増
補
校
訂
し
、
巻
末
に

「
宗
性
上
人
の
生
涯
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
解
説
を

附
し
て
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
嘘
博
士
が
奈

良
・
京
都
の
寺
院
経
蔵
や
金
沢
浮
寝
な
ど
か
ら
多
く

の
古
文
書
・
経
論
・
典
籍
を
発
見
紹
介
し
、
日
本
仏

教
史
上
数
多
の
毒
見
を
示
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と

こ
ろ
で
あ
り
、
名
著
「
摩
楽
仏
教
史
論
」
　
「
日
本
仏

身
史
の
研
究
」
始
め
多
く
の
著
書
を
遺
さ
れ
た
。
宗
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